
土地家屋調査士 試験問題を GIS で解くシリーズ１ 

 

H18 問題３ 

 

Ａを中心とする半径Ｒの円と線分ＢＣの交点の座標値として最も近いものは、後記１から５まで

のうちどれか。 ただし、各点の座標値は次の値とする。 

 

Ａ(Ｘ＝ 0.00 ｍ  Ｙ＝ 0.00 ｍ） 

Ｂ(Ｘ＝ 8.90 ｍ  Ｙ＝－11.00 ｍ） 

Ｃ(Ｘ＝ 13.24 ｍ  Ｙ＝ 32.40 ｍ） 

Ｒ＝26.00 ｍ 

 

 
 

  Ｘ座標(ｍ） Ｙ座標(ｍ） 

１ 10.19 21.71 

２ 10.19 22.91 

３ 10.19 23.92 

４ 12.29 21.71 

５ 12.29 22.91 
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土地家屋調査士 試験問題を GIS で解くシリーズ２ 

 

H18 問題 10 

 

見取図に示すように、四角形ＡＢＣＤの面積を求めようとしたが、障害物があって見通しがきかない

ので、直接距離を測定することができなかった。 

 そこで、中央に１点を設けて各点までの距離と夾角を測定し、次の結果を得た。四角形ＡＢＣＤの面

積として最も近いものは、後記１から５までのうちどれか。 

 

〔測定結果〕 

ＡＰ＝65ｍ  ∠ＡＰＢ ＝ 60° 

ＢＰ＝55ｍ  ∠ＢＰＣ ＝ 90° 

ＣＰ＝70ｍ   ∠ＣＰＤ ＝ 120° 

ＤＰ＝60ｍ  ∠ＤＰＡ ＝ 90° 

 

 

 

１． 5,818 ㎡ 

２． 6,586 ㎡ 

３． 7,242 ㎡ 

４． 11,637 ㎡ 

５． 14,483 ㎡ 

 

 



土地家屋調査士 試験問題を GIS で解くシリーズ３ 

 

H18 問題 11 

後記の測量データは、後記見取図に示す五角形ＡＢＣＤＥの土地の観測の結果である。この結果に基づき、

別紙第 11 問答案用紙を用いて、次の(1)から(4)までの問いに答えなさい。 

 なお、座標値、面積及び辺長は、計算結果の小数点以下第 3 位を四捨五入し、小数点以下第 2 位までとす

ること。また、問 （２）及び問 （３）については、答案用紙の該当欄に計算過程を明らかにすること。 

 

(1） Ａ点、Ｂ点、Ｄ点及びＥ点の各座標値を求めなさい。 

(2) 前問で求めたＢ点及びＤ点の座標値を用いてＣ点の座標値を求めなさい。 

(3) 五角形ＡＢＣＤＥの土地の面積を上記各問で求めた座標値を用いて座標法により求めなさい。 

(4)   五角形ＡＢＣＤＥの土地及びこれに接する道路について、縮尺500分の1で図面を作成しなさい。なお、

図面には、縮尺、方位、点名及び各辺長を記入すること。 

 

〔測量結果〕 

 点Ｔの座標は、Ｘ＝80.00 ｍ  Ｙ＝75.00 ｍである。 

 

Ｔ点から各点までの水平距離 

Ａ 22.40 ｍ 

Ｂ 18.81 ｍ 

Ｄ 35.41 ｍ 

Ｅ 30.50 ｍ 

 

測点の内角 

δ＝∠ＡＢＣ ＝ 116° 

ε＝∠ＥＤＣ ＝ 145° 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ点において観測した各点の内角 

α 85° 

β 33° 

γ 99° 


